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土
塊
東
金
町
及
び
大
綱
町
附
近
の
月
化
石
暦

(脚版警
芹
)

(
紺

東

南
部

新
座

代

化

石

群

其
の

一
)
大

炊

御

門

産

地

蓮

展

生 輝

上
線
北
東
部
山
武
郡
大
網
町
西
方
の
山
適
材
金
谷
郷
は
山
改
暦
と
呼
ぶ
月
暦
の
春
在
す
る
事
は
昭
和
八
年
四
月
の

導

火
地
質
撃
骨
絶
食
に
於
で
三
士
技
師
に
よ
っ
て
報
ぜ
ら
れ
た
0
筆
者
等
は
山
蓮
見
暦
の
月
化
石
を
採
集
し
同
暦
と

そ
の
下
付
の
地
層
と
の
舶
係
を
訓
査
す
べ
-
昨
年
九
月
及
び
本
年
四
月
同
方
面
を
訪
れ
た
｡
そ
の
結
果
山
蓮
月
暦
が

可
を
-
連
出
性
を
持
っ
た
特
典
夜
フ
ォ
ー
ナ
を
有
す
る
事
と
山
蓮
暦
下
は
基
は

M
aco
m
a
cal
car
ea
背
と
呼
ぶ
べ

き
著
し
い
化
石
昔
の
あ
る
罫
を
知
っ
た
の
で
そ
の
概
要
を
御
報
告
し
た
い
と
瓜
ふ
｡

大
網
町
か
ら
四
方
山
適
材
方
面
に
進
む
と
光
づ
大
網
輝
の
附
近
ほ
は

Y
o
tdi
a
nag
a
num
anaY
ok
oy
am
a
.
Y
o
l
･

dia
japon
ica
(
A

d
a
m

s

&
R
eev
e)
)

B
u

c
c
in

un

surug
an
u
m
D
atl
等
を
含
む
膏
旗
色
瀞
泥
暦
が
露
出
し

て居
る
｡

ヤ
サ
シ
ド

そ
の
上
位
に
は
大
網
西
方
の
政
道
切
割
､

山
適
材
池
田
の
宙
腺
造
切
創
､
士
束
本
郷
町
小
食
士
の
南
､
長
生
郡
新
治
村

上
青
井
の
北
酉
等
ほ
露
出
す
る
腎
石
の
小
粒
の
散
在
し
た
常
永
色
の
漁
況
乃
至
細
砂
の
暦
が
あ
る
｡
含
浮
石
碑
は
厚

三

〇
糎
以
下
で
あ
る
が
大
網
酉
方
城
道
切
創
で
は
近
接
し
て
三
枚
存
在
す
る
事
が
離
め
ら
れ
る
｡
大
網
町
前
島
の

北
や
同
竹
下
に
は

Lucin
a
acutitin
eata
C
onrad
の
大
形
の
も
の
や

Y
otd
ia
等
を
含
む
細
砂
が
あ
る
が
､
,J
れ



は
悲
ら
-
今
津
石
井
よ
り
下
付
で
あ
る
と
恩
は
れ
る
｡
以
上
の

Y
oldia,
L
ucin
a

の
大
形
輔
等
ほ
よ
っ
で
代
表
さ

れ
る
化
石
層
は
此
地
方
の
敢
下
部
の
も
の
で
此
む
東
金
暦
下
部
化
石
群
叉
は

Y
otd
ia
群
と
す
る
｡

証

に
問
に
進
む
と
山
適
材
池
田
の
北
方
蛾
道
切
割
の
如
き

P
rotot
h
aca
adaTnS
ii
(R
eev
e)
の
外
型
を
多
産
す

る
細
砂
が
あ
る
｡
此
虞
で
は
同
時
に
よ
り
上
位
の
暦
準
よ
り
多
産
す
る

M
a
com
a

cal
ca
rea
(G
m
etin
)
を
可
夜
少

食
ひ
け
れ
ど
も
恐
ら
-
同
暦
準
と

恩
は
れ
る
南
相
方
の
長
生
郡
長
柄
相
図
府
旦
酉
方
の
細
砂
は
殆
ど

P
rotothaca

a
d
a
m
sii
の
カ
メ
-
の
み
を
含

む
o
此
の
直
上
に
あ
る
膏
淡
色
新
砂
が

害
a
co
m
a
catcarea
背
で
あ
っ

て約
五
-
二

〇
米
の
範
囲
内
に

M
acom
a
cal
car
ea
(G
m
elin
),
R
aeta
p
utch
etta
A
d
a
m
s
&
R
eeve.
N
u
cuta
sp
.
を
多
産

し
其
他
所
は
よ
っ

ては
T
u
rrit
etta
n
ipp
on
ica
Y
ok
oyam
aJ
D
en
tal
ium
sp
.等
を
産
す

る
｡
M
a
co
m
a
catcarea

昔
は
を
の
匿
iI
上
に

一
〇
糎
内
外
の
白
色
火
山
次
昔

(
山
口
火
山
衣
帯
と
名
付
け
る
)
を
有
し
て
居
て
両
者
相
ま
っ

て
東
金
の
北
か
ら
東
金
町

完
仰
､
大
和
村
山
口
'
同
小
西
､
大
網
町
有
河
七
山
蓮
村
上
金
谷
'
同
池
田
北
方
'
土
来

本
郷
町
小
食
士
'
瑞
穂
村
小
中
'
同
萱
野
を
経
て
長
柄
村
道
脇
等
の
南
聯
遭
切
割
ま
で
追
跡
出
来
る
｡(
此
遣
脇
寺
か

ら
は

M
ercenar
ia

sig
a
ra
mi
en
Sis
M
a
k
iy
a
m
a

に
酢
似
せ
る
只
を
得
ね
が
同
種
は
同
定
し
て
よ
い
か
否
か
は
不

明
で
あ
か
｡
東
京
帝
大
の
鈴
木
好

11
撃
士
は
同
帯
よ
ら
T

hya
sira
b
isecta
C

onrad
を
得
ら
れ
光
と
云
ふ
)｡兼
金

町
の
北
側
で
は
出
目
火
山
灰
昔
の
上
位
よ
わ
も

M
acom
a
calca
r
ea
を
産
す
る
｡
此
火
山
友
昔
の
上
ニ
ー
三
米
か

ら
は
育
次
色
細
砂
が
淡
色
叉
は
黄
褐
色
の
中
粒
砂
の

1
米
以
下
の
暦
を

一
-

玉
来
置
き
位
は
爽

む
棟
に
な
る
.
此
の

中
粒
砂
を
爽
み
始
め
る
部
分
迄
を
東
金
況
泥
圏
と
し
て
そ
れ
以
上
を
菱
安
寺
砂
泥
暦
と
す
る
が
を
の
境
界
は
明
確
夜

も
の
で
は
な

い
｡

上
級
米
金
町
及
び
大
綱
町
附
近
の
且
化
石
厨

一
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B
u
sh.

菱
安
寺
砂
泥
瀞
は
厚
さ
四
〇
米
内
外
で
下
部
に
は
細
粒
の
部
分
が
多
-
中
粒
の
部
分
は
少

い
が
中
部
に
在
る
と
粘

土

･
泥

｡
漁
況

･
細
砂

･
中
粒
砂
の

tl
-

一
〇
輝
内
外
の
薄

い
美
事
を
寛
骨
を
覆
し
て
居
る
｡
そ
の
状
態
は
兼
金
町

西
方
､
大
和
村
菱
安
寿
､
山
速
村
上
金
谷
南
方
の
政
道
ト
ン
ネ
ル
入
口
附
鑑
で
良
-
観
察

ruれ
る
｡
上
部
に
在
る
と

細
粒
の
部
分
は
そ
の
畳
を
減
じ
中
粗
砂
層
中
に
泥
乃
至
激
泥
が
爽
ま
れ
で
居
る
政
に
な
み
藩
に
は
次
色
又
は
黄
褐
色

の
砂
中
に
淡
淡
色
乃
至
黄
色
の
粘
土
の
薄
層
が
爽
ま
れ
る
に
過
ぎ
在
-
在
る
｡
此
部
分
か
ら
上
位
恕
山
適
砂
暦
と
す

る
｡
菱
安
寺
砂
泥
暦
中
に
は
著
し

い
月
化
石
を
見
付
け
る
革
は
出
凍
夜
か
っ
た
｡

山
速
砂
暦
は
即
ち
山
蓮
見
暦
を
含

む
地
層
で
あ
っ
て
淡
色
叉
は
黄
褐
色
の
中
粒
砂
よ
-
成

み
問
に
粘
土
の
薄
層
を

爽
ひ
乙
と
79
あ
わ
叉
磯
を
爽
在
す
る
事
も
あ
る
｡
山
蓮
月
暦
の
代
表
的
化
石
産
地
と
し
て
大
和
村
小
西
の
酉
方
､
山

イ
サゴ

適
材
金
谷
郷
の
北
方
､
同
上
金
谷
の
甫
酉
士
範
に
至
る
道
路
上
'
瑞
穂
村

砂

田

の
北
西
小
山
に
至
る
道
路
上
の
四
ヶ

所
を
巣
げ
る
｡
此
等
の
月
暦
は
何
れ
も
小

レ
ン
ズ
を
な
し
て
現
れ
決
し
て
捷
擬
し
た
も
の
で
は
な

い
が
養
安
寺
暦
と

の
位
置
の
紺
係
､
フ
ォ
ー
ナ
の
類
似
か
ら
見
て
同

-i
暦
準
に
鷹
す
べ

き
も
の
在
る
事
は
疑
以
な

い
｡
獅
此
は
飴
級
で



は
あ
る
が
摘
組
地
方
の
各
員
健
の
レ
ン
ズ
の
形
態
も仁
恵
す
る
と
中
々
面
白

い
753
の
で
帝
光
村
高
m
喉
の
介
殻

レ
ン
ズ

は
皆
縦
に
養
-
断
両
で
は
杖
状
む
量
し
て
介
恕
厨
の
杵
が
な
ら
ん
で
屠

る
戒
で
あ
る
｡
介
敷

レ
ン
ズ
の
形
と
掃

き
寄

せ
作

用
との
闘
係
等
が
わ
か
れ
ば
面
白
か
ら
う
と
瓜
ふ
｡
叫
蓮
月
暦
産

の
月
化
石
は
嚢
に
つ
い
て
見
ら
れ
た

い
｡
其

内
多
産
す
る
種
は
次
の

一
凹
で
あ

っ
て
殆
ん
ど
各
産
地
典
通
で
あ
る
｡
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G
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v
e
s
t
i
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G
l
y
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b
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a

A

T

Ca
S
u
b
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n
ata

S
u
n
et
ta
m
en
strual
i
s

G
om
p
h
in
a
m
elan
a
eg
-s

G
om
p
h
in
a
n
eas
tarto
id

es

P
etric
ota
a
equ
is
t
ri
at
a

T
e
lLin
a
d
e
tta

G
astTan
a
y
an
ta
ie
n
sis

D
on
ax
p
a
ul
u
t
u
s

M
a
ctra
su
lcatari
a

R
ae
ta
y

okoham
en
sis

O
liv
el
t
a

fortun
ei

山
蓮

フ
ォ
ー
ナ
に
巻
貝
が
少

い
乙
と
は
著
し
-
､

為
は
余
憤
の
席
数
が
案
外
多
-
な

い
｡

フ
ォ
ー
ナ
の
性
質
を
見

る
と
日
本
要
素
及
黒
潮
要
素
の
種
頻
に
富
み
親
潮
要
素
は
微
弱
で
あ
る
G
を
の
水
温
は
現
在
の
鹿
島
灘
､
九
十
九
里

潜
沿
岸
に
近

い
7P
の
で
あ
っ
ね
ら
う
rJ
沈
積
が
波
打
際
に
近
-
行
は
れ
た
罫
は

G
o
m
p
h
in
a
や

S
u
n
etta
の
多

い

端
か
ら
明
か
で
あ
る
｡
湘
叉
月
圏
は
出
蓮
月
暦
よ

り
T上
付
の
79
の
で
あ
っ
て
其
の
間
に
は
土
気
本
郷
町
大
雅
の
北
方

の
如

き
崇
ya
japonica
を
多
産
す

る
草
淡
水
の
砂
栗
沢
厨
を
来

む
如
-
で
あ
る
｡

山
遊
砂
層
の
上
に
は
不
整
合
に

ロ
ー
ム
が
覆

っ
て
居
て
山
速
見
暦
と
他
の
多
-
の
月
暦
と
の
紬
係
を
明
に
す
る
の

上
紙
光
金
町
及

び
大
綱
町
附
妃
の
月
化
石
Lb

l会

二
九



地

球

第
二
十
二
各

節
三
班

7
台

三
〇

を
囲
難
攻
ら
し
め
て
屠
る
｡
ロ

ー

ム
の
下
に
は
砂
叉
は
粘
土
を
衆
人
で
屠
る
所
も
あ
る
｡

以
上
述
べ
た
串
を
据
膳
す
る
と
左
の
如
-
な
る
｡
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LE
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M
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ゆ
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Y
o
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此
等
の
三
層
は
何
れ
も
北
西
方
に
.,iJ
-
綬
-
傾
斜
し
各
層
間
の
輔
係
は
蚤
く
漸
移
的
で
あ
っ
て
そ
の
間
に
は
不
整

合
は
布
衣
せ
g
o
野
村
撃
士
の
云
は
れ
る
如
-
北
米
型
の
月
化
石
を
産
す
る
地
層
を
鮮
新
枕
と
す
る
流
儀
は
従

へ
ば

基
金
暦
は
鮮
新
枕
で
あ
ゎ
山
改
暦
は
洪
積
舵
で
あ
る
｡
叉
東
金
暦
よ
～,
は
常
で
松
本
博
士
に
ょ
つ
て
報

ぜ
ら

れ

ね

S
teg
.a
.n
b
om
bifron
s
(或
は

Steg.a.n
.
ri

e

ntal
is
と
旦

試
は
る
)
が
度
し
で
居
る
｡
し
か
し
時
代
に
つ
い
て

此
以
上
述
べ
る
の
は
今
の
研
差
し
控
え
る
革
に
す
る
｡
地
層
名
は
便
宜
上

ロ
ー
カ

ル
を
名
を
附
し
た
が
撒
水
は
よ
わ

包
括
的
な
名
に
統

一
さ
れ
を
け
れ
ば
在
ら
ぬ
｡

終
わ
は
臨
み
御
指
導
を
朗
わ
た
る
中
村

･
横
山

･
薫
聖

二
先
生
に
深
謝
し
､
叉
東
京
帝
大
の
鈴
木
空

拳
士
は
謝

意
を
表
す
る
｡


